
下大静脈 大動脈

左腎臓右腎臓

副腎

腎盂

尿管

尿道

膀胱

前立腺
（男性のみ）

　

腎
臓
は
背
中
の
腰
あ
た
り
に
左
右
１
個

ず
つ
あ
る
握
り
こ
ぶ
し
大
の
臓
器
。
非
常

に
細
い
毛
細
血
管
が
糸
を
束
ね
た
よ
う
な

糸
球
体
（
フ
ィ
ル
タ
ー
）
を
形
成
し
て
お

り
、
そ
の
数
は
約
2
0
0
万
個
。

　

腎
臓
の
主
な
役
割
は
、
血
液
を
ろ
過
し

て
老
廃
物
を
尿
と
し
て
排
泄
す
る
こ
と
。 

　

そ
の
糸
球
体
が
傷
む
と
大
切
な
赤
血

球
や
蛋
白
質
が
尿
中
に
漏
れ
出
し
、
尿
潜

血
や
尿
蛋
白
と
し
て
観
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
糸
球
体
が
潰
れ
て
数
が
減
る
と
、

ろ
過
で
き
る
血
液
量
が
減
り
、
老
廃
物
の

排
泄
が
で
き
な
く
な
り
、
血
中
に
溜
ま
る

よ
う
に
な
る
。

　

腎
不
全
の
障
害
度
は
、
血
液
検
査
の
結

果
な
ど
で
目
に
す
る
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ（
推
定
糸
球

体
ろ
過
量
）
を
指
標
と
し
て
お
り
、Ｇ
Ｆ
Ｒ

（
糸
球
体
ろ
過
量
）
毎
分
60
㎖
が
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
と
の
こ

と
。
60
を
切
る

と
徐
々
に
ス

テ
ー
ジ
が
進
む

の
で
、
悪
化
を

防
ぐ
治
療
が
必

要
と
な
る
。

腎
臓
と
そ
の
働
き

　

腎
臓
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、
糖
尿
病

の
予
防
と
血
圧
管
理
が
大
切
。
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
必
要
な
量
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
、
塩
分
の
取

り
過
ぎ
に
注
意
し
、

無
理
な
く
楽
し
め

る
運
動
の
継
続
を

肝
に
命
じ
よ
う
。

予
防
―
生
活
習
慣
の
見
直
し

　

文
字
通
り
腎
臓
機
能
の
低
下
を
い
い
、

大
き
く
急
性
腎
不
全
と
慢
性
腎
不
全
に

分
け
ら
れ
る
。
今
回
は
長
い
年
月
を
か
け

て
徐
々
に
進
行
し
、
腎
臓
の
ろ
過
機
能
が

低
下
し
て
い
く
慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

　

45
を
切
る
と
中
等
度
以
上
の
腎
機
能
障

害
、
15
以
下
に
な
る
と
透
析
の
導
入
や
腎

移
植
の
準
備
が
必
要
と
な
る
。
病
状
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
腎
代
替
療
法

を
選
択
さ
れ
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
再
生

不
能
な
の
で
、一
旦
障
害
さ
れ
る
と
改
善
す

る
こ
と
は
な
く
、
進
行
を
抑
制
す
る
た
め

に
一
生
そ
の
治
療
が
続
く
。

　

ち
な
み
に　

透
析
に
は
血
液
透
析
と
腹

膜
透
析
が
あ
り
、
標
準
的
な
血
液
透
析
の

場
合
で
1
日
４
時
間
を
週
３
日
、
生
涯
続

け
る
こ
と
に
な
る
そ
う
だ
。

　

命
に
関
わ
る
働
き
を
す
る
臓
器
な
の
に
、

30
を
切
る
ま
で
は
無
症
状
か
軽
度
の
自
覚

症
状
で
、
そ
れ
以
上
進
行
す
る
と
徐
々
に

尿
毒
症
や
む
く
み
な
ど
の
症
状
が
出
る
と

い
う
。
故
に
60
未
満
に
な
っ
た
頃
か
ら
経

過
観
察
が
大
切
に
な
る
わ
け
だ
。

　

近
年
は
腎
臓
病
の
治
療
薬
も
増
え
、
早

期
な
ら
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
低
下
を
緩
や
か
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
が
ん
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
何
よ

り
重
要
だ
と
い
う
。

腎
不
全
と
は

塩・しょう
油の代わりに

ポン酢や

レモン汁で！

 

G
F
R
値
60
以
下
は
要
注
意
！

〝
黙
し
て
語
ら
ず
〞の
臓
器

 

症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い

 

ス
ト
ッ
プ
！ 

慢
性
腎
臓
病

取材協力／医療法人康仁会 西の京病院 TEL.0742-35-1122（メディカルプラザ薬師西の京事務局）奈良市六条町102-1／nishinokyo.or.jp患者支援センター TEL.0742-35-2219問い合わせ・予約

広告

た
ん
ぱ
く

樋口 敦 医師 HIGUCHI ATSUSHI

メディカル 最 前 線
vol.60

　現代の〝国民病〟といわれるほど増加傾向にある慢性腎臓病（ＣＫＤ）。
自覚症状が現れにくく、進行すると合併症を招くなど命にかかわる怖い
病気だ。〝早期発見・早期治療で健康寿命を延ばそう〟と、専門医を中心に
ケアチームが一丸となって患者のサポートに当たっている西の京病院

「腎不全外来」の樋口敦医師に話を伺った。

「加齢とともに腎臓も疲れてきてGFR
も下がりますが、超高齢化社会で先は長
いのです。齢のせいにせず、尿蛋白が出
たりGFRが45を切ったりしたら専門医
を受診しましょう。ステージが進む前な
らそれを緩やかにしたり、治療法を選択
したりできます」

技術設備

心

最高の

最前線医療を行く

できるだけよく寝てバラ
ンスのいい食事に努め、
軽運動（ジョギング）を
心がけています。

腎不全外来

健康長寿の秘訣は司令塔「腎臓」にあり健康長寿の秘訣は司令塔「腎臓」にあり
再生不能な沈黙の臓器再生不能な沈黙の臓器

先生の
健康法

●本院透析センター 65床　●プラザ透析センター38床　●プラザ第２透析センター34床 
●西大寺クリニック透析センター25床 ※希望者には送迎サービスあり

火曜午前：（樋口 敦 医師）
木曜午後：（池之上 医師）
患者様相談窓口：
☎0742-35-2055

162床 約400人の患者は奈良県最大級！
チーム連携でサポート

腎不全外来

月曜～金曜 
　 ／14：00～17：00
土曜 ／9：00～12：00

西の京病院 透析センター

腎臓の主な働き

◆体液管理（水分調節）
　　　　　　　… 低下→高血圧・むくみ

◆老廃物（尿毒素）の排泄… 低下→尿毒症

◆電解質調整 … 高カリウム血症→不整脈

◆造血ホルモン産生 … 低下→腎性貧血

◆ビタミンD合成（カルシウム・リンの調整）
　　　　　　　… 低下→骨がもろくなる

◆体内を中性に保つ … 低下→酸性化

これだけ多くの生命維持機能を担う腎臓は

基本的に再生不能な臓器
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